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SDGs 達成に向けた宣⾔書 

 
宣⾔者 所在地 秋⽥県⼤仙市⼾蒔字⾕地添 102-1 

名 称 株式会社 ⾃然科学調査事務所 
代表者 代表取締役 鈴⽊ 建⼀ 
 
は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

⽅針及び取組を次のとおり宣⾔します。 
 

SDGs 達成に向けた取組⽅針等と⽬指す姿 

 

３側⾯ 
(主な分
野に) 

SDGs 達成に向けた 
重点的な取組 

2030 年に向けた 
指標 

重点的な取組及び 
指標の進捗状況 

（※初回記⼊不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年⽉⽇︓Ｒ4 年 1 ⽉ 17 ⽇ 

関連する主な 
SDGs ゴール 
（最⼤３つ） 

経済 
社会 
環境 

再⽣エネルギーの 
導⼊推進 

⾵⼒・地熱・太陽光発電の
増加に、側⾯から寄与する

・各種発電事業に係る環
境影響評価や環境調査業
務を積極的に受託し、⾃
然環境と⼈間社会のバラ
ンスを保つ持続可能な社
会を実現する。 

7.13.17 

☐経済 
社会 
環境 

環境活動への 
積極的な参加 

地域の環境活動に積極的に
参加し、住み続けられる街
づくりや環境への意識の向
上に貢献する 

・令和６年４⽉ 25 ⽇に
会社周辺の環境美化活動
を実施。 
・ペットボトルキャップ
を回収し、ワクチンにし
て寄付する活動へ参加。 
・社内で使⽤するコピー
⽤紙を、売上の⼀部が途
上国に寄付されるコピー
⽤紙へ変更。

11.13.17 

経済 
社会 
☐環境 

会社全体の付加価値
を向上させ、環境保
全の向上に貢献する 

全社員の「知識・技術」の
向上を⽬指し、資格試験や
研修会に積極的に参加する

・全社員参加の社内安全
研修会を実施。 
・新たな測量機器やドロ
ーンを導⼊し、講習会へ
の参加を促すことで今後
の業務効率化を推進す
る。 

3.4.17 

 
 

環境調査やアセスメント業務を通じて、⾃然と私達が共⽣できる環境の保全や創出による 
「持続可能な社会づくり」に貢献する 

株式会社 自然科学調査事務所 



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


